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第１問について 
 
【出題意図】 
 
本問は、筆者の主張を正確に理解した上で、その見解に従って、日常無意識のうちに用

いられていることばの曖昧さを分析し、一義的に明確な文に書き改めることを求めている。

筆者は物理学者であって、科学上の議論を念頭においているが、相手に誤解を与えないよ

う一義的に明確な言語を用いて表現することが要求されることは、法文書も同様である。

これから法曹になろうとする者に必要とされる、正確な読解力及び明晰な文書を作成する

基礎的能力を有するかどうかを試すのが、本問の出題の意図である。 
 
【採点講評】 
 
問題（1）について 
 日本語の「思う」との語が多義的であり、この語を使用することにより論理性が損なわ

れるというのが、筆者の主張である。これを前提としている以上、解答にあたっては、で

きる限り多義性を排除して意味内容を明確にすることが求められる。にもかかわらず、「思

う」との語を、例えば「考える」または「感じる」との語に、単に言い換えただけの解答

が散見された。これらの語は、筆者は限定的に用いているのに対して、日常用語において

は、多義的に用いられる。これらの語を用いて解答するのであれば、それがどのような意

味であるのかを明確にしなければならない。 
 
問題（2）について 
 例えば「相手は強いと思うので」を「相手は強いので」と言い換えるように、単に「思

う」との語を省いて文を構成しただけの解答が散見された。しかしながら、それでは原文

と同一の内容を表しているということができない。原文の「相手は強いと思う」とは、国

際試合の前の発言であるという文脈からすれば、相手と実際に対戦した経験があるわけで

はなく、相手を強いと推測している、という意味である、というのが、成り立ちうる解釈

の一つである。これを「相手は強いので」と断定したのでは、原文の意味内容を改変して

しまっており、問題に答えたことにはならない。 
 問題（1）が問題（2）の解答を導くためのヒントとなっているにもかかわらず、問題（1）
において示した理解と、問題（2）で書き改めた内容とが、必ずしも整合していない解答が
散見された。 
 
問題（3）について 
問題（3）は、筆者の主張する論理性への理解を問う問題である。文章から直接引用でき
る感情的要素を排除する点を指摘する答案は多かったが、文脈から導出される言葉の一義

的明確性についても分析して欲しかった。 



 
問題（4）について 
問題（4）は、問題（3）で指摘した論理性を基準にして、設例を論評する問題である。
一つの基準を具体例に当てはめて、結論を導き出す能力は、法曹にとって重要な素養であ

る。しかし、残念なことに、問題（3）の基準と無関係に論評するものも散見された。 
 
 
第２問について 
   
【出題意図】 
 

本問の文章は、社会的現実と個的な現実という矛盾するふたつの現実の中で、人間が人

間として生きるためには、他者との関わりを持つことが重要であるにもかかわらず、現代

の傾向は孤独化、孤絶化の傾向にあることを、現代のさまざまな犯罪の具体例とその背景

の中で論じている。それぞれの設問は、下線部の部分的な解釈を求めるのではなく、文章

全体を深く理解することにより正解に到達できるよう、受験者の読解力及び表現力を試す

ことを意図して出題した。 
 
【採点講評】 
問題（1）について 
 「出題の意図」の説明のとおり、文章全体を読まないと解答しにくい問題である。「社会

的現実と個的な現実の矛盾」や「家庭、社会における他者との関わりの重要性」という解

答のための重要な要素に気づいた受験生は多かったようであり、全く見当違いの解答をす

る者は少なかった。しかし、それを簡潔及び適確に表現できた者は多くなく、内容は一定

の水準に達しているにもかかわらず、表現力の問題から減点された者も多かった。 
 
問題（2）について 
 殺人という反社会的な行為について、現代の犯罪の特徴を問う問題である。従来の犯罪

が「劇場型犯罪」であること、それと比較して現代の犯罪は人間としての実存を実感でき

ない「匿名性」を帯びた犯人による犯罪という側面が強いことなどが重要な内容となる。

解答にあたって、「劇場型犯罪」や「匿名性」という用語が重要であると気づいてはいるが、

それが何を意味するのかを正確に理解していない者が多かったようであり、適確性に欠け

る内容の解答が多かった。また、全く見当違いの解答もいくつかあった。 
 
問題（3）について 
 「文明工学」という筆者の造語を文脈から正確に読み取り、人間の幸福実現をめざした

はずの文明の発達が人間同士の連帯を疎外し、人間個人の弱体化を招く結果となっている

ことの皮肉（文章全体の趣旨からそう読み取れる）について記述することを求めた問題で

ある。設問で求めたように、「工学」が持つ意味を示した上で議論を展開して欲しかったが、



多くの解答に工学の限定的例示である IT 技術のみの表現が散見された。また、「皮肉な現
象」の具体例として、直近の「・・孤独、孤絶に追い込み・・」の表現を使用した解答が

散見され、間違いではないが、文章全体の趣旨を理解していることを自分の言葉で表現し

て欲しかった。 
 


